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上野通明さん応援レポート

上野通明 チェロリサイタル
2016年11月11日（金）
京都 青山音楽記念館

京都での初のリサイタル。盛りだくさんのプログラムで

オーケストラとのコンツェルト、ソロ、室内楽・・・
と今年度も様々な演奏会が続く上野さん、
京都の地では今回が初のリサイタルとなるそう
だ。ドビュッシー、ブラームス、プロコフィエフの
ソナタや、ベートーヴェン、チャイコフスキー、
黛敏郎氏の楽曲と多彩なプログラムが予定さ
れている。

「・・・とにかく良い演奏をして楽しんでいただき、
新しく出会う皆様に自分の演奏を知っていただ
ければ」とのコメントが届いている。

会場には、すでにたくさんのお客様。バロック
ザールは客席との距離も近い。京都の皆さま
に上野さんの演奏を聴いていただく、貴重な機
会が始まる。

京都・青山音楽記念館／バロックザール。
『音楽を愛する若者たちを応援したい』－
京セラ創業メンバーの一人であり、初代館
長でもある青山政次氏の思いのもとに、
1987年、京都・上桂の地に建設された音楽
ホールである。上質の室内楽を堪能すべく、
理想的な音響効果を実現した200席の室内
楽専用ホール。会場に入ると木のぬくもりを
感じ、コンパクトで温かみある雰囲気に癒さ
れる。

本日は、上野通明さんのチェロリサイタル。
公益財団法人青山財団による助成公演でも
ある。

青山財団は音楽を志す人々への活動支援
を行っている。そのひとつに、所有する青山
音楽記念館を使用し、条件を満たした演奏
会を開催する音楽家に対し、助成金を交付
するという支援がある。これまでにも江副記
念財団の多くの奨学生がこの助成公演の支
援を受けており、今年度は上野さんのほか、
ヴァイオリンの黒川侑さん、弓新さんもバ

ロックザールでの助成公演開催の機会を
いただいている。
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歌い、鳴らし、想いのこもった熱い演奏

上野さん、本日ピアノを弾いてくださる須関裕
子先生とともに登場。ドビュッシーのチェロソ
ナタで演奏会が始まる。

「・・・曲の冒頭が『何かが始まる』感じなので、
最初の入りとしていいかなと思い・・・」、１番
にもってきたそうだ。フランスの香りに満ちた
お洒落な曲。ヴィルトォーゾピースと言われて
いるとおり難しそうだ。上野さんはぐいぐいと
曲に入り込む。ピアノとの掛け合いも見事に、
弾いているというより、音楽を超えて演じてい
る姿を見るかのよう。１曲目から『ブラ
ヴォー！』の声があがる。

２曲目はベートーヴェン「魔笛の主題による
７つの変奏曲」。モーツァルトのオペラ「魔笛」
をテーマにしたこの曲は、「・・・モーツァルトと
ベートーヴェンの美しさを掛け合わせたような
素晴らしい曲です・・・」。ホール全体に美しい
チェロの音が鳴り響く。

前半の締めはブラームスのチェロソナタ。
「・・・一番好きなブラームス。昔から弾いてき
た曲であり、大好きな曲。自分を知ってもらう
のに一番いいかなと思って選びました」と上
野さん。

前半３曲、『気持ちがこもった』という表現を超
えるような演奏。堂々とチェロと歌うその姿は、
頼もしいほど。

お客様からの熱烈な拍手に促され、アンコールは２曲。
ダヴィドフ「泉のほとりで」と、カタロニア民謡「鳥の歌」。
多彩なプログラムに、さらに色を添えて聴かせてくれた。

後半は上野さんのソロでスタート。黛敏郎氏の
「文楽」。
以前、出雲大社で邦楽とのコラボレーションの
演奏会に出演し、邦楽の魅力に目覚めたのだそ
うだ。実際に文楽の舞台へ通い、「・・・文楽で表
現される楽しさというか感情の激しさにびっくりし
て・・・」「・・・義太夫の歌いまわし。良い声の太夫、
声はそれほどでもないけれど、しわがれた味のあ
る太夫・・・」。鳥肌が立つような感動を覚え、「・・・
とてもインスパイアされました」と語ってくれた経験
そのものに、和楽器かと思うような音色と力強い
表現で、文楽の世界観が示された。

続いてチャイコフスキーの「ペッツォ・カプリツィ
オーソ」。「・・・チャイコフスキー独特の悲壮感や
哀愁が漂う曲。そこもまた大好きなんです。チャイ
コフスキーの人柄というか繊細さがたまらない感
じです」。のびやかに大きく歌う演奏からは、ロシ
アの雄大な風景が思い起こされる。

そしてラストを飾るのはプロコフィエフ「チェロソナ
タ」。マニッシュかつエネルギッシュな曲である。
ロシアの作曲家の作品が２曲続き、その対比も
興味深い。「 ・・・タフな曲です。曲想も多様で
充実しており、弾くのにも体力が要ります」との話
であったが、演奏する上野さんは実に気持ちよさ
そう。柔らかな表情は、音を出し、弾くことを心か
ら楽しんでいる様子。聴いているこちらも楽しくな
り、客席の皆さんも心地よさげに耳を傾ける。コミ
カルなところもありながら、最後は壮大なクライ
マックスで締めくくり。

「・・・音の鳴らし方に気を配りたい」との心構えで
臨んだリサイタル、須関先生のピアノとの息も
抜群に、プログラムを終了した。
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「もっともっと進化した自分を、また聴いていただけるように」

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後のホワイエでは、多くの方々に囲まれる。
京都デビューは上々であったもよう。

－京都での初のリサイタル；
「・・・京都には知り合いもほとんどおらず、色々
不安もありましたが、とにかく良い演奏をしよう
と、張り切って盛りだくさんのプログラムを考え
ました」 「・・・一つ一つの作品の違いと魅力が
際立つ曲を揃えたので、それを思う存分楽しん
でいただき、来てよかったと思っていただけるよ
うにと、自分も一曲一曲全く違った気持ちで、思
い切り楽しんで演奏しました」

＜演奏会概要＞
◆出演
上野通明（チェロ）
須関裕子（ピアノ）
◆演奏曲目
ドビュッシー／チェロソナタニ短調
ベートーヴェン／魔笛の主題による7つの
変奏曲WoO46
ブラームス／チェロソナタ第1番ホ短調
Op.38
黛敏郎／文楽

チャイコフスキー／ペッツォ・カプリツィ
オーソ Op.62
プロコフィエフ／チェロソナタハ長調
Op.119
◆アンコール
ダヴィドフ：泉のほとりで

カタロニア民謡：鳥の歌

－11月初旬は10日間で５公演と、本当に
ハードな日々；
「・・・一日48時間あれば良いのにと何度も思
いました」 「・・・タイトなスケジュールのせい
にして納得のいかない演奏をするようなこと
はしたくなかったので、夢中で駆け抜けた感
じです」

－沢山のお客様、東京からいらした方も；
「・・・思いのほか、沢山のお客様にいらして
いただき本当に嬉しかったです。夢中で演奏
しましたが、新しく聴いてくださった皆様にも
喜んでいただくことができたようで、沢山の新
しい出会いに感謝しています」 「・・・もっと
もっと進化した自分を、また是非聴いていた
だきたいと思いました」

「・・・皆様が喜んでくださっても、自分として
は、まだまだ納得のいかないところもありまし
た」 「・・・集中力と時間の使い方をもっと研
究し、・・・作品とゆっくり向き合って、気のす
むまで磨く時間というものを、意識して作って
いきたいと思います」

タイトな日々を若さと気力と、なによりチェロ
を弾く喜びでこなした上野さん。多くの実りを
得たようだ。

この演奏会のあとには、ドイツでの北村朋
幹さんとのデュオ・リサイタル。その後も年
末に向けて、いくつものコンサートが控えて
いる。師走の日々も、また元気に駆け抜け
ていくのであろう。

上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

ピアノの須関裕子先生と
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【コンサート・フライヤー】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


